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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

店 、 つ ま み 細 工 店 、 キ ャン ド ル 店 な ど が 軒 を 連 ねる 。 さ ら に 、 抹 茶 体 験 や狐 の お 面 づ く り （ 絵 付 け体 験 ） と い っ た 体 験 ブ ース も 並 ぶ 。 ま た 、 白 狐 のお 面 を 無 料 で 借 り る こ とも で き 、 会 場 内 を お 面 姿で 楽 し む こ と も で き る 。　
午 後 ８ 時 か ら は 、 関 連

イ ベ ン ト と し て 神 楽 が 上演 。 出 演 す る の は 、 山 口市 阿 東 嘉 年 地 域 で 活 動 する 土 居 神 楽 舞 保 存 会 だ 。

泉 ２ ）  。 初 開 催 と な る 一夜 限 り の イ ベ ン ト で 、 雨天 決 行 （ 荒 天 の 場 合 は 中止 ）  。　
湯 田 温 泉 を 象 徴 す る

「 白 狐 」 を モ チ ー フ に 、都 市 型 温 泉 街 に 「 夜 の 情緒 」 を 創 出 し よ う と 企 画さ れ た 。 会 場 は 、 湯 田 温泉 オ リ ジ ナ ル 提 灯 「 燈華 」 な ど で 明 る く 照 ら され 、 縁 日 ブ ー ス 、 グ ル メ屋 台 、 ク ラ フ ト ビ ー ル店 、 彫 金 ア ク セ サ リ ー

　

1 7
日

        

（ 金 ）  午 後４ 時 か ら８ 時 まで 、  「湯田 温 泉 白狐 夜 市 」が 開 か れる 。 主 催は 湯 田 温泉 旅 館 協同 組 合で 、 会 場は 井 上 公園 （ 山 口市 湯 田 温

会 場 は ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松政 （ 山 口 市 湯 田 温 泉 ３ ）の ロ ビ ー 奥 ス ペ ー ス で 、観 覧 は 無 料 。　
「 白 狐 が 傷 を 癒 や し た

と の 伝 説 が 残 る 湯 田 温 泉

で 、 白 狐 に ふ ん し て 夜 市を 楽 し ん で も ら え た ら 」と 主 催 者 。 問 い 合 わ せは 、 運 営 を 担 当 す る Ｆ ＲＡ Ｓ Ｃ Ｏ （

☎
０ ８ ２

－

２

５ ８

－ ５ ４ ４ ８ ） へ 。

路 ロ ビ ー の 指 定 管 理 者 ・Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 路 小 路 まち ・ ひ と づ く り ネ ッ ト ワー ク 。 今 回 で

1 0回 目 。

　
期 間 中 、 着 物 を 身 に 着

け て 、 エ リ ア 内 の

1 6店 舗

（ 施 設 ） を 利 用 す る と 、
お 菓 子 や 記 念 品 が も ら えた り 、 商 品 購 入 時 の 割 引サ ー ビ ス が 受 け ら れ た りす る 。 ま た 、 湯 田 温 泉 の狐 の 足 あ と （ 湯 田 温 泉２ ） で も 、 足 湯 の 利 用 料が 半 額 に な る 。

　
プ ロ カ メ ラ マ ン に 自 身

の 着 物 姿 を 撮 影 し て も らえ る 「 人 気 の 紅 葉 ス ポ ット で モ デ ル 気 分 ♪ 」 は 、
1 9日  （ 日 ）  と

2 3日  （ 木 ・

祝 ）  に 開 催 。 各 種 ワ ー クシ ョ ッ プ な ど も あ る 。　
着 物 レ ン タ ル や 着 付 け

サ ー ビ ス を 利 用 す る こ とも で き る 。 問 い 合 わ せ は大 路 ロ ビ ー （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－ ９ ２ ２ ０ ） へ 。

　
山 口 市 の 一 の 坂 川 ・ 竪

小 路 周 辺 に お け る 和 装 での 散 策 を 呼 び か け る 催 し「 着 物 ｄ ｅ お さ ん ぽ 」が 、

1 8日  （ 土 ）  か ら

2 6日

（ 日 ）  ま で 開 催 。 主 催 は 山
口 市 で 、 企 画 ・ 運 営 は 大

「 湯 田 温 泉 白 狐 夜 市 」初 開 催

都 市 型 温 泉 街 に 「 夜 の 情 緒 」 を 創 出
1 7日

和 装 で  の 散 策 を 呼 び 掛 け1 0回 目 の  「 着 物

d eお さ ん ぽ 」

１ ８  ～  ２ ６ 日

太 陽 の 足

　
今 年 の 夏 は 酷 暑 で 朝 の 日 差 し ま で 力

強 く て 七 列 あ る ベ ン チ の 七 列 目 ま で 差し 込 ん で い た 。 そ こ に は 誰 も 座 ら な くて 光 は 一 直 線 に 、 ど う だ 凄 い だ ろ う 、と い う 勢 い で 目 を 射 る 金 色 の ギ ラ ギ ラし た 光 を 伸 ば し て い た 。　
十 月 に な る と 、 朝 の 光 は 弱 ま っ て 列

の 三 列 目 ま で し か 届 か な い 。 花 嫁 の ベー ル の よ う な 透 き 通 る 繊 細 な 光 。 夏 は避 け て い た そ の 光 の 中 に 、 人 々 は 座 って い る 。 額 や 頬 が 光 に 照 ら さ れ て 美 しい 。　
列 車 か ら 降 り 立 つ 人 た ち も 、 夏 は 半

　
月 に 二 回 、 Ａ 駅 の 待 合 室

で バ ス の 乗 り 継 ぎ の た め 朝の 三 十 分 を そ こ で 過 ご す 。

袖 か ノ ー ス リ ー ブ 。 強 い 日 差 し に 眉を 寄 せ 目 を 細 め 帽 子 を 被 り な お し て歩 き 出 す 。 日 差 し は 彼 ら を 追 い か けて そ の 背 ま で 射 る 。 秋 に な る と 彼 らは 、 朝 の 日 差 し に も う た じ ろ が ない 。 光 の 中 に 入 り 込 み 、 リ ュ ッ ク を背 負 い な お し て 大 き な 歩 幅 で 歩 き だす 。　
季 節 に よ っ て Ａ 駅 の 待 合 室 に 差 し

込 む 日 差 し は 長 か っ た り 短 か っ た りす る 。 夏 は 七 列 目 、 秋 か ら は 三 列目 。 冬 は 軒 先 ま で 。　
日 差 し は 太 陽 の 足 で は な い だ ろ う

か 。 足 を 地 球 に 伸 ば し た り 縮 め た りし て 生 き 物 を 生 か し 、 作 物 を 実 ら せる 。 待 合 室 に も 親 指 の 先 端 が 入 り 込み 伸 び た り 縮 ん だ り し て 私 達 に 挨 拶す る 。 太 陽 に 見 守 ら れ て い る 。
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1 1月

2 8日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー
「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」

（
新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

１ 家 族 １ ０ ０ 円（ 保 険 料 な ど ） と きと こ ろ料 金

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P▲I n st a gr a m

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 0 6

か ら ひ そ か に 覗き 見 る 」 こ と 。

高 貴 な 女 性 が そ う 簡 単 に人 前 に 姿 を 現 さ な い 時 代に あ っ て は 必 須 の ア イ テム で あ る 。 こ れ な し に は色 恋 が 始 ま ら な い 。 だ から （ ？ ）  、 県 庁 マ ン の 端く れ で あ る 私 は 妻 を 垣

、

間
、

見
、

た こ と は な い ▼ そ れ は
と も か く 、 平 安 の 若 手 高級 官 僚 に し て 、 将 来 を 約束 さ れ た 才 気 溢 れ る こ の

色 男 。 垣 根 越 し に と あ る 山荘 を の ぞ き 見 し 、 後 に 最 愛の 女 性 と な る 一 人 の 少 女 を見 初 め る の で あ る 。 源 氏 物語 序 盤 の ハ イ ラ イ ト ▼ し かし ね 、 見 初 め た 理 由 が 「 ああ 愛 し い 藤 壺 さ ま に そ っ くり 」 っ て 、 ど う な の よ ！※ 特 別 展 「 源 氏 物 語 絵 巻 」
（

1 2月 ３ 日 ま で ） 展 示 作 品

よ り

　
こ の 男 、 光 源 氏 。 作 品 解

説 に よ る と 〈 垣 間 見 〉 し てい る ら し い ▼ 「 ん っ 、 垣 間見 ？ 」 ― 通 常 の 用 法 と は ちょ っ と 違 う よ う な ・ ・ ・ ▼現 在 は き っ と こ ん な 感

 

じ ― 「 妻 の 言 葉 の 端 々 か ら私 に 対 す る 尋 常 な ら ざ る 怒り が 垣 間 見 え る 。 私 は い った い 何 を し で か し て し ま った の か 。 は ー 、 ど う し よう 」 ▼ 一 方 、 そ の 昔 の 〈 垣間 見 〉 と は 、  「 も の の 隙 間 垣 か い

間
ま

見
み

る 男

県 立 美 術 館 副 館 長　 　 　 　 　 　 　

河 野

　
通 孝

《 源 氏 物 語 絵 巻 》  第 五 帖

　

若 紫  （ 部 分 ）  毛 利 博 物 館 蔵

1 9 5 5  年 7  月 、 山 口 市 三 の 宮 生 ま れ の 6 8  歳 。
大 殿 小 ・ 中 、 野 田 学 園 高 卒 業 。 3 0  歳 の 時
に そ れ ま で 勤 め て い た 自 動 車 会 社 を 退 職 し 、
両 親 の 営 む 堀 豆 腐 店 の 跡 を 継 い だ 。 大 分 県
か ら 取 り 寄  せ て い る か け 醤  油 で  味 わ う 自 社  の
豆 腐 と 、 麦 焼 酎 の お 湯 割 り が 好 き 。

8 3 6

　
山 口 食 品 衛 生 協 会 役 員

と し て 、 長 年 に わ た り 食品 衛 生 行 政 に 協 力 す る とと も に 、 業 界 の 指 導 や 組織 強 化 等 に 尽 力 。 そ の 功績 に よ っ て

1 0月

1 9日 、 食

品 衛 生 事 業 功 労 の 厚 生 労働 大 臣 表 彰 を 受 け た 。
「 身 の 引 き 締 ま る 思 い 。

こ れ を 機 に さ ら に 精 進 した い 」 と 語 る 。　
特 に 気 を 付 け て い る こ

と は 、 ノ ロ ウ イ ル ス に よる 食 中 毒 予 防 。  「 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス の 流 行 と とも に マ ス ク 着 用 や 手 指 消

毒 が 定 着 し た が 、 見 え な いウ イ ル ス は 、 感 染 経 路 を 特定 し 難 い 。 寒 い 季 節 に か けて 、 さ ら に 注 意 が 必 要 」 と危 機 意 識 を 強 め る 。　
山 口 市 三 の 宮 に 工 場 兼 直

売 所 を 構 え る 「 堀 豆 腐 店 」の ４ 代 目 社 長 。  「 ほ り ち ゃん 」 が ト レ ー ド マ ー ク の 豆腐 は １ ９ ０ ４ 年 の 創 業 以来 、 手 作 り に こ だ わ っ て いる 。　
地 域 活 動 に 熱 心 で 、  「 大

殿 春 秋 会 」 や 野 田 学 園 の 同窓 会 な ど の 要 職 も 数 多 く こな す 。

堀 ほり

　
博 ひろ

之 ゆき

さ ん

食 品 衛 生 功 労 で 厚 生 労 働 大 臣表 彰

1 1月

2 8日  （ 火 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

　
月 に １ 回 な の で 毎

回 楽 し み に し て い ます 。 お も ち ゃ が た くさ ん あ る の で 息 子 も楽 し そ う で す し 、 私も ス タ ッ フ の 方 と 話せ て リ フ レ ッ シ ュ でき る の で 嬉 し い です 。 ゆ っ く り 過 ご せる の で 、 次 回 も 楽 しみ で す 。 あ り が と うご ざ い ま す 。（ ペ ン ネ ー ム

　
よ し

と く ん マ マ さ ん ） ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す

 参 加 予 約 不 要 ！

　

1 2月

1 9日  （ 火 ）  「 ク リ ス  マ  ス 会 」  を 開 催 し ま す ！

　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る ご 家 族 な ら 誰 で

も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 にノ ン プ ロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空 間を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し

た い 方 も 、 お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利用 く だ さ い 。

■ 時 間

　

1 0時

3 0分 〜

1 2時

■ プ ロ グ ラ ム　
体 操 ／ ゲ ー ム を し て 楽 し も う ／ ク リ ス マ ス

　
ソ ン グ を 歌 お う ／ う た と お は な し

　
他

■ 持 ち 物

　
お 茶 ・ ス リ ッ パ は 各 自 ご 持 参 く だ

　
さ い 。 動 き や す い 服 装 で お 越 し く だ さ い 。

■ プ レ ゼ ン ト あ り■ 参 加 費

　
１ 家 族 １ ０ ０ 円 （ 保 険 料 な ど ）

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や ま ぐ

ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ま す 。 急 な予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 あ ら か じ めご 確 認 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

 １ 行 記 事　 第 ５ 回 コ ー ラ ス フ ェ ス タ や ま ぐ ち が 、 １ ９ 日 （ 日 ） 午 後 １ 時 か ら 山 口 市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央 ２ ） で あ る 。 出 演 は 山 口 市 内 で 活 動 す る １ ５ 団 体 で 、 入 場 無 料 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら １ ０ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ ６ ９ 件 、 死 者 数 ４ 人 、 負 傷 者 数 ３ １ ３ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ２ ３ 件 増 、 １ 人 減 、 ３ １ 人 増 だ っ た 。

講 演 と ワ ー ク シ  ョ  ッ プ

あ な た も 地 域 リ ー ダ ー に
　
基 調 講 演 と ワ ー ク シ ョ

ッ プ に よ る 「 地 域 に お ける 男

と

女
も

に 活 躍 推 進 リ ー ダ

ー 研 修 」 が 、

1 2月 ３ 日

（ 日 ）  午 後 ０ 時

4 5分 か ら ４

時 ま で 、 県 婦 人 教 育 文 化会 館 （ 山 口 市 湯 田 温 泉５ ） で 開 か れ る 。 参 加 無料 。 や ま ぐ ち ネ ッ ト ワ ーク エ コ ー が 企 画 し 、 山 口市 人 権 推 進 課 が 主 催 す るも の 。　
参 加 希 望 者 は 、 フ ァ ク

ス （

０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

９ ８ ３ ３ ）  、 メ ー ル
（

v-kayo
@c-able.ne.jp

）  ・

申 し 込 み フ ォ ー ム （ Ｑ Ｒコ ー ド か ら ） の い ず れ かで 、 名 前 、 住 所 、 電 話 番

号 を 伝 える 。 締 め切 り は

2 0

日  （ 月 ）  。

次 回 は 1 1 月 2 2 日 掲 載

︻ ギ タ ー ア ン サ ン ブ ル ・ラ ル ゴ 演 奏 会 ︼

1 1月

2 6日

（ 日 ）

1 4時 〜 県 政 資 料 館

（ 旧 県 会 議 事 堂 ） ク ラ シッ ク ギ タ ー の 演 奏 会 。 入場 無 料 。 曲 目 は 「 宵 待草 」 他 。 問

： ☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

９ ０ ５ ６ （ 真

木 ）  。
申 し  込  み  フ ォ ー  ム

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

1 9日  ︵ 日 ︶  :

秋

の 大 絵 画 展 ▽

~

1 2月

2 5日

︵ 月 ︶  :

お 歳 暮 ギ フ ト セ ン

タ ー 【

美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~

2 0日  ︵ 月 ︶  :

古 家 野 雄 紀

個 展

コ ン サ ー ト

1 2 月 3 日



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ １ 月 １ ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


